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令和５年度研究紀要「共に歩む」

は じ め に

校 長 伊藤 登美子

本校では、昨年度までの２か年に渡って「児童生徒が自分で考え、もっと学びたくなる授

業づくり～学びの過程、内面の育ちに着目した授業研究～」を研究主題に据え、授業づくり

に取り組んできました。その中で、子どもの姿から内面を見取ることは、子どもの学びを評

価するだけではなく、授業づくりそのものの評価にもつながることを職員間で確認し、個々

の活動の充実に加え、児童生徒同士の関わりや学び合いを大切にした授業づくりが行われま

した。反面、「『何を見取るのか』『どうすれば見取ることになるのか』難しさを感じる」との

声も挙がりました。そこで今年度はその成果と課題を踏まえ、新たに研究主題を「主体的に

学びに向かう姿を育てる授業づくり～教師による子どもの『見取り』に焦点を当てて～」と

設定し、見取りに焦点を当てながら授業改善を図っていく中で、子どもたちが主体的に学び

に向かう姿を目指すこととしました。

見取りとは、実態把握であり、子ども理解であり、授業中の観察であり、学習状況の評価

でもあります。見取る上で、私たち教員には、長い目で子どもの成長を捉え側で支える持続

力も必要でしょうし、その場で子どもの姿を解釈し対応する瞬発力も要求されます。２月に

行われた学校評議員会で、県立栗田支援学校特別支援教育アドバイザーの田口睦子評議員か

ら「見取りは、子どもの成長を信じ、子どものよさや強みに目を向け、肯定的に捉えること

が大前提である」とのご意見をいただきました。単に子どもの姿を見てできる、できないと

いう評価をするのではなく、見取りをどのように授業づくりへつなげるかを考える上での示

唆をいただいたと感じております。

授業実践と授業研究会だけではなく、見取りの対象となる児童生徒を知るために、ふらっ

と授業参観という日常的な授業参観の試みも実施しました。授業研究会では対象児童生徒へ

の個に応じた支援方法ばかりではなく、授業構想や活動内容、振り返りのもち方、評価場面、

評価方法などについても協議が及び、その後の児童生徒の変容や授業改善につながりました。

また、見取りに焦点を当て、それぞれの解釈を述べ合う協議を重ねたことで、教員同士が学

び合い、一人一人の見取る力の向上につながったのではないかと感じています。

研究はまだ緒に就いたばかりではありますが、今年度の研究実践を研究紀要「共に歩む

第２０号」としてまとめました。ご高覧いただき、次年度以降の研究に生かすために、皆様

から忌憚のないご意見やご感想等をいただければ幸甚です。

最後になりましたが、今年度も秋田県総合教育センターの指導主事の先生方には、ご多忙

の中、研究や授業に対する貴重なご指導、ご助言を頂戴しました。ここに改めてお礼申し上

げます。



全体研究



 

研究主題                                           

主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくり 

～教師による子どもの「見取り」に焦点を当てて～（１年次／２年計画） 

 

１ 研究主題設定理由                                 

（１）これまでの取組から 

令和３年度、４年度は「児童生徒が自分で考え、もっと学びたくなる授業づくり～学びの過程、内面

の育ちに着目した授業研究～」の研究主題の下、研究を進めてきた。その中で、主な成果と課題は以下

の通りである。 

成果 

・単元構想シートを活用した授業者間でのミーティングと授業づくりが充実 

・授業における具体的な「めあて」の設定と次につながる「振り返り」の充実 

・児童生徒を見取る（評価）話合いの実施と見取りの重要性の認識 

課題 

・長期的な視点による単元構想 

・学びのつながりの不足 

・児童生徒を見取る視点や見取りを共有する方法の工夫 

・教師の見取る力の向上 

 

（２）目指す児童生徒の姿 

これまでの取組と教師の児童生徒への願いより、次の２点が挙げられた。１点目は、「自分で」「自

分から」行動する姿、２点目は「自分の言葉で話す」「自分から意思表示する」姿である。ともに「自

分」というキーワードが含まれている。これは、児童生徒が日々の学校生活や家庭生活に主体的に取り

組んでほしいということと、将来、社会の中で自分らしく輝き、進んで社会参加していくための基盤と

なる姿を育てたいと願っているものである。 

 

（３）社会的要請から 

令和３年１月、中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たち

の可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」では、社会のあり方が劇的に変わる

Society5.0時代の到来、新型コロナウイルスの感染拡大など、先行き不透明な「予測困難な時代」の中

で、新学習指導要領を着実に実施するために、一人一人の児童生徒の資質・能力を育む、児童生徒の視

点に立った「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し、「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業改善の重要性が示されている。 

また、現在学校では、資質・能力を育成するために、教師主導の一斉指導から、学習者中心の個別最

適な学びの実現が求められている。その中で教師の役割は「指導者」から児童生徒の主体的な学びを支

援する「伴走者」へのパラダイムシフトが必要となってきている。「伴走者」としての教師に求められ

るスキルとして、学習者をより多面的・多角的な視点から、多様な手段で見取る丁寧な見取りのスキル

と、見取ったことを児童生徒一人一人に対して適切にフィードバックする、フィードバックのスキルが

挙げられる。そして、見取りが見取りスキルや判定にとどまらず、指導のあり方の検討や次なる働き掛

け、単元構想や授業づくりへと結び付けることが重要である。 

以上、これまでの研究の取組、目指す児童生徒の姿、社会的要請から、本研究主題を「主体的に学び

に向かう姿を育てる授業づくり～教師による児童生徒の『見取り』に焦点を当てて～」とした。 

 

 



 

２ 研究の目的                                        

教師の児童生徒を「見取る力」を高め、見取ったことを指導のあり方や授業づくり、単元構想へフィ

ードバックし、児童生徒が主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくりを目指す。 

 

３ 研究仮説                                         

教師が児童生徒を多面的・多角的な視点から、多様な手段で見取り、見取ったそれぞれの解釈を教師

間で共有して指導のあり方や授業づくり等へフィードバックし、児童生徒の視点に立った一人一人に応

じた個別最適な学びを展開していくことで、児童生徒が主体的に学びに向かい、自分らしく輝く姿が見

られるだろう。 

 

４ 研究内容・方法                                      

 今年度は２年研究の１年目として「主体的に学びに向かう姿」という言葉の捉えや本校における定義

の確立を目指す。また、主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくりを進める上で重要となる「見取り」

について、職員研修や授業研究会などを通して、全職員で共通理解を図りながら実践の積み重ね、見取

りから授業づくり等へフィードバックするシステムの構築を目指す。具体的な方法は次の通りである。 

（１）教師による児童生徒の見取りの充実 

①児童生徒の丁寧な実態把握（自立活動の視点） 

②主体的に学びに向かう姿の見取りに焦点を当てた授業研究会の工夫 

③児童生徒の行動の変容などからの学びの見取り 

（２）主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくり 

①児童生徒一人一人の「主体的に学びに向かう姿」の設定 

②単元構想シートの作成と授業づくり 

③日々の授業における児童生徒の見取りと教師間での共有 

④主体的に学びに向かう姿を育てる授業実践 

 

５ 研究計画                                         

月 日 研究全体・学部 内  容 

４ 19 研究推進委員会１ 研究概要説明、研究年間計画の検討 

25 研究全体会１ 研究概要説明 

５ 2 学部研究１ 「主体的に学びに向かう姿」の検討 

６ 7 研究全体会２ 「主体的に学びに向かう姿」（仮）の確認 

児童生徒の「見取り」のワークショップ 

16 学部研究２ 単元構想シートの作成 

児童生徒一人一人の「主体的に学びに向かう姿」について 

29 中学部授業研究会 中学部１年生活単元学習 

７ 4 指導主事計画訪問 研究説明、授業提示 

24 職員研修 総合教育センター学校支援講座「個別最適な学びと協働的な

学びの一体的な充実に向けて」 

８ 25 学部研究３ 全校授業研究等に向けた授業検討等 

９ 6 研究推進委員会２ 今後の全校授業研究会の方向性の確認 

20 小学部授業研究会 小学部３、４、５年生活単元学習 

22 全校授業研究会１ 中学部３年生活単元学習 

10 5 高等部授業研究会 高等部作業学習エコ・クラフト班 

11 2 学部研究４ 全校授業研究に向けた授業検討等 



 

6 全校授業研究会２ 小学部３、４、５年生活単元学習 

28 職員研修 総合教育センター学校支援講座「情報モラル教育」 

12 5 全校授業研究会３ 高等部作業学習陶芸班 

18 研究全体会３・学部研究５ 今年度の研究の共有・学部研究のまとめに向けて 

21 研究推進委員会３ 今年度の実践の振り返り、次年度の研究の方向性の確認 

２ 20 研究全体会４ 研究のまとめ及び次年度の研究について 

３  研究紀要発行  

 

６ 研究の実際                                        

はじめに、全職員が共通理解して研究に取り組めるように、第１回、第２回研究全体会で研究主題で

ある「主体的に学びに向かう姿」と「見取り」について共通理解を図る場を設けた。 

「主体的に学びに向かう姿」は、学習指導要領解説で示されている「主体的・対話的で深い学び」に

おける「主体的な学び」を基にしている。 

「主体的な学び」は、全ての校種を網羅するものであり、本校の児童生徒一人一人の具体的な姿をイ

メージしにくい部分があると考えた。そこで、「主体的な学び」の解説を五つに分け、それをもとに本

校の児童生徒の具体的な姿を導き出すワークショップを行った。（※解説：①学ぶことに興味や関心を

もち、②自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、③見通しをもって、④粘り強く取り組み、⑤

自己の学習活動を振り返って次につなげること） 

ワークショップでは、上記の①～⑤に当てはまらない「人との関わり」に関するキーワードが多く出

された。これを「⑥他者と関わったりアドバイスを受け入れたりして、やってみようとする様子」と設

定し、「主体的に学びに向かう姿」（仮）を設定した。 

また、「主体的に学びに向かう姿」というキーワードを使うにあたり、次のように確認した。「学びに

向かう」という言葉には、学習に臨む心構えや準備を丁寧に整えることが必要な段階、目の前の学習に

夢中になって取り組む段階、学んだことを他の学習場面や普段の生活の中で生かしていく段階など、

様々な児童生徒の姿が想像することができるので、この言葉には幅をもたせて扱っていくことを説明し

た。 

 「主体的に学びに向かう姿」（仮） 

① 学ぶこと（見ること、聞くこと、話すことなど）に前のめりになっている様子 

② 自分の課題を受け入れ、目標をもって苦手なことにチャレンジしたり、得意なことを

伸ばそうとしたりしている様子 

③ 自分の役割ややるべきことが分かって取り組んでいる様子 

④ 最後まで諦めず、試行錯誤しながら活動に取り組んでいる様子 

⑤ 学習の良かった点や改善点が分かり、次の時間に試したり、他の学習場面や生活の中

で生かそうとしたりしている様子 

⑥ 他者と関わったりアドバイスを受け入れたりして、やってみようとする様子 

 

「見取り」については、第１回研究全体会で次のように説明した。 

・児童生徒の見取りとは・・・児童生徒の内面、すなわち児童生徒の心の内を価値判断せず共感

して、ありのままを分かろう（感じ取ることも含む）とすること

である。（平野,2022） 

・児童生徒の見取り方は・・・授業中に起こっている「事実の把握」と「自分自身の解釈」とを

峻別する。（鹿毛,2017） 



 

どんな支援がよいかという「教師の目線」から「児童生徒の立場」

に立ち、児童生徒の内面を推察しながら児童生徒の様子を観る。

（富大附特,2018） 

・見取りの力が高まると・・・児童生徒の主体的な学びを尊重し、個々の学びに寄り添う教師の

資質が育まれる。教師は児童生徒の思考を汲み取り、児童生徒な

りの判断や解決へと誘う姿勢で授業を組み立てるようになる。児

童生徒の学びの実態に寄り添う授業づくりが児童生徒の意識の変

容につながり、児童生徒の主体的な学びを実現することにつなが

っていく。（柳川,2021） 

 

また、「見取り」のイメージとしては「教師目線の見取り」と「子どもの立場に立った見取り」があ

る。（図１）「教師目線の見取り」は、日々の行動観察による実態把握や、育てたい資質・能力と照ら

し合わせて児童生徒を捉えたり、学びの成果を評価したりしながら、個に応じた指導の手掛かりとする

ものである。一方、「子どもの立場に立った見取り」は、学習場面における児童生徒の「事実（つぶや

き、動き、視線、関わりなど）」やその行動の背景や感情などを探る視点で見取ものであることを提案

した。 

 

 

 

（図１）見取りのイメージ 

 

このことを踏まえ、第２回研究全体会では、富山大学附属特別支援学校「学び合いの場」の DVDの視聴

と、小グループに分かれて実際の授業 VTRを見ながら児童生徒の見取り方のワークショップを行った。ワ

ークショップの方法は、①授業場面における抽出児童生徒の気になった場面を青色の付箋紙（子どもの言

動（事実）をそのまま記入（つぶやき、動き、視線、関わりなど））と、ピンクの付箋紙（「なぜそうし

たのか」を子どもの視点で推察し、自身の解釈）に分けて２枚記入し、それを用いてそれぞれの解釈を伝

え合うワークショップを行った。 

 

 

 

見取りのイメージ 

【「学び合いの場」DVD視聴】 【実際の授業 VTRの視聴・小グループでのワークショップ】 

 教師目線の見取り  

行動観察などにより実態把握を捉える 

育てたい資質・能力とその評価 

 子どもの立場に立った見取り  

児童生徒の事実（つぶやき、動き、視線、

関わりなど）やその背景や感情などを探る 



 

ワークショップの後に実施した職員アンケートでは、次のような意見があった。以下抜粋 

・児童生徒の「主体的な学びに向かう姿」を設定しないと、見取りがぼやけてしまう。 

・ワークショップで、見取ったことから何のキーワードを出すか焦点化できれば、授業づくりに

つながっていくと感じた。 

・対象児童生徒について、つぶやきを拾えないケースがあった。集音マイクなどの機材があると

よいと思った。 

・「見取り」から教師の授業改善につながる流れがよかった。 

・「見取り」のよいところは「正解」がないこと。自分の解釈を自由に話せる環境（少人数、短時

間、回数）でワークショップを進められれば「見取りの大切さ」が体感できると思う。 

以上のことから、児童生徒一人一人に「主体的な学びに向かう姿」を設定し、参観者がそのことを踏ま

えて授業参観を行うこと、見取りを行うための授業参観の仕方を工夫すること、ワークショップでの話題

を焦点化することを以降の授業研究会等で実践していくこととした。 

 

（１）教師による児童生徒の見取りの充実 

①児童生徒の丁寧な実態把握（自立活動の視点） 

本校では昨年度まで、各学級から１名の児童生徒を

対象に、本校独自の様式である「子ども理解シート」を

作成して「子ども理解ミーティング」を行い、自立活動

の視点からの実態把握を行っていた。 

今年度は全県一斉に導入された校務支援システムの

様式の一つである「自立活動実態シート」（図２）を９

月から作成に取り組んだ。「自立活動実態シート」は学

級担任の間で情報交換をしながら作成し、自立活動の

視点からの実態や課題、優先する目標などを踏まえ、単

元における目標設定や支援の手立てを考える参考にし

た。また、各授業研究会においては、対象児童生徒の「自

立活動実態シート」を添付資料として活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②主体的に学びに向かう姿の見取りに焦点を当てた授業研究会の工夫 

今年度は、小学部「生活単元学習」、中学部「生活単元学習」、高等部「作業学習」を研究対象授業

とし、各学部で部内授業研究会、全校授業研究会を１回ずつ行った。 

児童生徒の姿を見取るためには児童生徒を近くで見ることが必要である。授業研究会を行うにあたり、

教室が狭く参観場所が限られ、参観者が抽出児童生徒の様子を見取ることが難しいことや、参観者が他

学部の児童生徒の実態が十分に分からないので、見取りが難しいことなどから、参観者が見取りの解釈

を述べ合う事後研究会（ワークショップ）が深まらず、授業者への十分なフィードバックができないの

ではないかということが懸念された。このことを解消するため、今年度の全校授業研究会は、自分の所

属学部と、それ以外一つの学部を選択し、合わせて二学部の全校授業研究会に参加することとし、参観

（図２）自立活動実態シート 



 

者の人数を制限して児童生徒の姿を近くで見られるように工夫をした。また、授業研究会の前に抽出児

童生徒の学習の様子や授業の様子を知る「授業参観」を設定した。この「ふらっと授業参観」は、選択

した学部に関わらず、誰でも参観できるようにした。また、指導助言者である総合教育センターの指導

主事にも参観していただいた。「ふらっと授業参観」、研究授業、研究協議（ワークショップ）の流れ

は（図３）の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図３）主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくりのための「見取り」の４STEP 

STEP2 研究授業 
○○なのは△△だから

かもしれない 

参観者は抽出児童生徒の学びの姿を見取り、青色の付箋紙に気になった児童生徒の言動（事実）

を記入。ピンク色の付箋紙に「なぜそうしたのか」を推察し、自身の解釈を記入する 

STEP4 授業へのフィードバック 

授業者は「次につながるキーワード」
から、授業改善、児童生徒への支援な
どにフィードバックする 

STEP3 研究協議（小グループでのワークショップ） 

付箋紙を用いながら見取った抽出児童
生徒の姿を伝え合い、「次につながる
キーワード」を導き出す 

STEP1 FLAT（ふらっと）授業参観 参観者は事前に授業を参観し、抽出

児童生徒の学習の様子や授業の様子

を知る機会を設定 

○○なのは□□だから

かもしれない 



 

（図３）の流れで、各授業研究会を実施し、９月の全校授業研究会以降、全校授業研究会の度に職員

アンケートを実施した。（表１）それぞれの評価基準は、「そう思う」（５点）、「ややそう思う」（４

点）、「どちらとも言えない」（３点）、「あまりそう思わない」（２点）、「そう思わないから」（１

点）とし、いずれかの選択肢から結果を求め平均値を算出した。また、自由記述も設定した。（表２）

アンケートの結果から、９月の全校授業研究会①と１２月に全校授業研究会③を比較すると、問１では、

平均値が 3.87から 4.84に上昇しており、「見取り」の回数を重ねたことにより、手応えを得ているこ

とが分かった。 

問２では、平均値が 4.30から 4.76に上昇しており、自分の解釈を述べたり、他の参観者の解釈を聞

き合ったりしながら事後研究会に参加できるようになってきたという実感を得ていることが分かった。 

一方、自由記述からは、抽出児童生徒の「主体的に学びに向かう姿」を設定し、見取りのポイントを

示したつもりだったが、研究会の話題の焦点化なども含め、未だ不十分さを感じている教師が多かった。 

 

  
９月全校授業研究会① １０月全校授業研究会② １２月全校授業研究会③ 

問１：授業場面における児童生徒の「見取り」をすることができましたか？ 

平均値 3.87 4.00 4.84 

問２：授業場面における児童生徒の「見取り」を基に、授業研究会に参加できましたか？ 

平均値 4.30 4.43 4.76 

 

 

・これまでの研究会と進め方が違うので、全員が見取りについて意見を出せるように、研究会の前に

司会の進め方等を確認するとよい。 

・授業研究会で、見取りから授業改善の案まで導き出すことで見取りをする意味が深まり、さらに質

の高い授業改善にすることができると思う。 

・「見取り」を授業改善につなげていくためにも、授業者が悩んでいる部分に焦点を当て、どの観点

で見取ればいいか事前に分かると、より活発な意見交換が行えると思う。 

 

③児童生徒の行動の変容などからの学びの見取り 

 授業研究会で出された「次につながるキーワード」と指導助言をもとに、授業改善（学習活動の見直

し、焦点化、支援の工夫など）を行い、その後の授業における抽出児童生徒の行動の変容や学んだこと

が他の学習場面で活用された姿などについて見取り、学習評価をした。※詳細は「２各学部の実践」に

記載 

 

（２）主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくり 

 ①児童生徒一人一人の「主体的に学びに向かう姿」の設定 

 年度当初に設定した「主体的に学びに向かう姿」（仮）を参考に、研究対象学習グループの児童生徒

一人一人に単元ごとの「主体的に学びに向かう姿」を設定した。そこから学習指導案の本時の目標にも

反映させ、教師は目標を達成するための支援や手立てを工夫しながら、実践を重ねた。 

今年度、研究対象とした学習グループの児童生徒の「主体的に学びに向かう姿」の傾向は以下の通り

である。（図４） 

（表１）アンケート結果 

（表２）アンケート結果（自由記述より抜粋） 



 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

各学部とも③「自分の役割ややるべきことが分かって取り組んでいる様子」が最も多く、次いで⑥「他

者と関わったりアドバイスを受け入れたりして、やってみようとする様子」が多かった。最も少ないの

は⑤「学習の良かった点や改善点が分かり、次の時間に試したり、他の学習場面や生活の中で生かそう

としたりしている様子」であった。このことから、児童生徒が自分の役割を果たすことが「主体的に学

びに向かう姿」を引き出すことができると考える教師が多く、実際の学習場面においても様々な役割が

設定されていた。 

学部ごとに見ると、小学部は①、中学部は④と⑥、高等部は②がそれぞれ他学部と比べて多い特徴が

見える。この集計結果から、小学部であれば、自分の好きなことや得意なことにじっくりと取り組める

ような活動の設定、中学部であれば、ペアやグループでの協働学習場面の工夫、高等部であれば自己理

解を深めたり、他者評価や外部評価を取り入れる機会を設定したりするなど、今後の授業づくりのポイ

ントとなる示唆を得ることができた。 

 

②単元構想シートの作成と授業づくり 

単元構想シートを作成して授業づくりを行った。作成に際しては授業者間でミーティングを行い、児

童生徒の実態から一人一人の「主体的に学びに向かう姿」を設定し、学習活動や必要な手立てなどを整

理し、単元を構想するツールとして活用した。また、実践を通して見られた児童生徒の変容や、それに

伴う活動や目標の見直しなどを上書きしながら活用した。（表３）※単元構想シート全体は資料参照 

学習指導案の様式も単元構想シートの項目と合わせるように変更した。（表４）学習指導案の「３ 生

徒と単元（３）指導について（児童生徒の『主体的に学びに向かう姿』を引き出す工夫）」として記載

するようにし、文末には、関連する「主体的に学びに向かう姿」の丸数字を記載した。同様に「５ 本

時の計画」の「（２）個別の実態と本時の目標」の文末にも同様に関連する丸数字を対応させた。さら

に、「（３）学習過程」では、抽出児童生徒に対する手立てに波下線を引き、単元構想シートから単元

における指導、本時の手立てにおけるまで「主体的に学びに向かう姿」を意識し、関連させて取り組め

るように変更した。※指導案の全体は資料参照 

 

 

 「主体的に学びに向かう姿」（仮） 

① 学ぶこと（見ること、聞くこと、話すことなど）に前のめりになっている様子 

② 自分の課題を受け入れ、目標をもって苦手なことにチャレンジしたり、得意なことを

伸ばそうとしたりしている様子 

③ 自分の役割ややるべきことが分かって取り組んでいる様子 

④ 最後まで諦めず、試行錯誤しながら活動に取り組んでいる様子 

⑤ 学習の良かった点や改善点が分かり、次の時間に試したり、他の学習場面や生活の中

で生かそうとしたりしている様子 

⑥ 他者と関わったりアドバイスを受け入れたりして、やってみようとする様子 

 

（図４）主体的に学びに向かう姿の傾向 ※学習指導案より集計 



 

 

 
 

 

（３）指導について（児童生徒の「主体的に学びに向かう姿」を引き出す工夫） 

・自分でうどんづくりを進めるため、必要に応じて何をしたらよいか確認できるように、机の中

に手順表を準備する。③ 

・ペアやグループに分け、誰と声を掛け合いながら進めればいいか分かりやすくする。また、交

代までの回数や取り組む時間を決め、やり取りをするタイミングも分かりやすくする。⑥ 

 

 

５ 本時の計画 

（２）個別の実態と本時の目標 

係 児童名 実  態 本時の目標 手立て 

水
を
く
む
・
ね
ぎ
と
の
り
を
切
る
・
製
麺
す

る 

Ｇ ・道具の写真を見て準備するもの

が分かってきており、準備しよ

うとすることが増えた。 

・製麺機に興味をもち、ハンドル

を何度も回す。上手に生地が切

れなかったときに、怒ったりせ

ずやり直しを受け入れて活動す

ることができるようになった。 

・友達が活動している様子をよく

見ており、友達の言葉を聞いて

行動することがある。 

・友達からの

「どうぞ」の

言葉に、発声

や身振りで応

えて生地を受

け取る。⑥ 

・力を入れて製

麺機を操作し

て生地を切

る。③ 

・友達の言葉に応えるこ

とができなかったとき

は、「何と言います

か？」と問い掛ける。 

・力を入れやすい位置に

製麺機を固定する。上

手く生地が切れない場

合は、製麺機が固定さ

れているか確認し、励

ましの言葉を掛ける。 

 

 

 

（３）学習過程 

時間 学習活動 手立て・指導上の留意点 

40 ２ うどんを作る。 

（Ｇ）Ｔ２ 

 ①鍋に水を入れる。 

 ②ねぎとのりをはさみで切る。 

 ③製麺機で生地を切る。 

・次に誰に渡せばよいかや、何をしたらよいかの手掛

かりになるように、友達の様子が見える座席配置に

する。 

・Ｇが水を運ぶことに抵抗感を示したときは、Ｔ２が

「〇回だけやろう」と励ましの言葉を掛けたり、運

ぶ水の量を調整したりする。 
 

 

 

 

（表４）学習指導案より一部抜粋 

（表３）単元構想シートより一部抜粋 



 

③日々の授業における児童生徒の見取りの蓄積と教師間での共有 

各学習グループの抽出児童生徒の学習の様子について、記録を取って蓄積し、授業者間で共有して次

時の授業や手立ての工夫、次の単元の構想に生かすようにした。「日々の記録」（表５）は授業場面に

おける抽出児童生徒の事実（エピソード）と、教師の見取りによる解釈（考察）に分けて記載するよう

にした。 

 

 

 

学部・学年・組 小学部４・５年１組
 

児童生徒名 G 

目指す「主体的に学びに向かう姿」 

やるべきことが分かって自分から取り組んだり、やり取りをしながら友達と一緒に取り組んだりする姿  

日にち 【事実（エピソード）】背景も含む 【教師の見取りによる解釈】考察 

 

【おいしいうどんやさん②】 

９／１１ 

（月） 

うどん 

づくり② 

・写真カードで準備物を提示したが粉の入った容

器と水を持とうとしない。教師が容器の蓋を開け

ても閉めようとする。代わりに教師が水を入れて

こねた生地を手渡すとそれには触れ、その後の活

動は行った。 

・何を持ってくるのかは分かっ

ているが、持とうとしない。こ

ねる活動が嫌だからか。 

９／２０ 

（木） 

うどん 

づくり 

・粉の入った容器をなかなか取りに行かない。あら

かじめこねていた生地を見せるとそれを持って

いく。なかなか触らない。温めると少しずつ触る。 

・できた生地を見せるとすぐに

手にした。やはり混ぜたり、こ

ねたりする活動が嫌なためか。 

 

【おいしいうどんやさん③】 

１０／１７

（火） 

うどん 

づくり 

・本時から「鍋に水を入れる」「ねぎを切る」「麺を

切る」「運搬」の活動を担当。初めての取組だっ

たが教師の話を聞いて取り組んだ。製麺機で麺を

切る際、生地が厚く、うまく製麺機に入らなかっ

たが、根気強く製麺機のハンドルを回した。 

・水やねぎは好きなものとは言

えないが、「麺を切る人は〇〇

やるよ」と言葉掛けをすること

で取り組めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表５）日々の見取り ※一部抜粋 



 

④主体的に学びに向かう姿を育てる授業実践 

今年度実践した授業研究会は次の通りである。※詳細は「２各学部の実践」に記載 

小 

学 

部 

学部授業研究会 ９月２０日（水） 全校授業研究会 １１月６日（月） 

３、４、５年 生活単元学習 

みどりのうどんやさん２ 

 

３、４、５年 生活単元学習 

みどりのうどんやさん３ 

ふらっと授業参観 

９月１１日（月）、９月１４日（木） １０月２６日（木）、１１月１日（水） 

中 

学 

部 

学部授業研究会 ６月２９日（木） 全校授業研究会 ９月２２日（金） 

１年 生活単元学習 

チャレンジ中１～ビッグアニマルを作ろう～ 

 

３年 生活単元学習 

SDGs９～広げようキャップ回収～ 

 

ふらっと授業参観 

６月２２日（木）、６月２６日（月） ９月７日（木）、９月１１日（月） 

高 

等 

部 

学部授業研究会 １０月５日（木） 全校授業研究会 １２月５日（火） 

作業学習 エコ・クラフト班 

販売しよう 

～学園祭の販売へ向けて～ 

 

作業学習 陶芸班 

アンテナショップでの販売に向けて 

～ぐい呑み、皿（丸皿、小皿）の製作～ 

 

ふらっと授業参観 

９月２６日（火）、９月２８日（木） １１月２８日（火）、１１月３０日（木） 

 

 

 

 

 



 

７ 成果と課題 （○成果 ▲課題）             ※関連する職員アンケートは（表６）   

（１）教師による児童生徒の見取りの充実 

○自立活動実態シートの活用による実態把握の向上 

自立活動実態シートの活用により、自立活動の視点から児童生徒の実態を丁寧に考えることができ

た。その中で、児童生徒の課題や苦手な面だけでなく、好きなことを取り入れたり長所を伸ばすとい

った視点を授業づくりや役割の設定、個に応じた支援の工夫に生かしたりすることが重要であると確

認することができた。 

○授業研究会の確立と教師の資質向上 

「ふらっと授業参観」～「研究授業」～「研究協議」の一連の実践を通して、見取りから授業改善

につなげる授業研究会の流れを確立することができた。 

本研究における授業研究会では、授業者や学部職員だけでなく、学部を超えた多くの教師との対話

を通して様々な見取りの解釈を知ることは、自身の新たな知見（見方や指導の方法など）を広げ、教

師としての資質能力を向上させる重要な役割を果たす場であったと考えられる。 

▲評価の視点の弱さ 

指導助言や「次につながるキーワード」などから、授業改善に取り組むことはできたが、授業の評

価や生徒の学習評価に関する視点が弱かった。これらの要素を考慮し、改善が進める必要がある。 

（２）主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくり 

○「主体的に学びに向かう姿」の設定 

全体の「主体的に学びに向かう姿」から単元における一人一人の「主体的に学びに向かう姿」を設

定し、授業づくりに取り組むことができた。また、年度末に「主体的に学びに向かう姿」を見直し、

修正を加えることができた。 

○「授業づくりのポイント」 

本研究における実践を重ね、児童生徒の実態に合わせた各学部の「授業づくりのポイント」（詳し

くは「各学部の取組」を参照）を導き出すことができた。 

▲複数の目での実態把握と単元構想 

年度初めの実態把握と単元構想が不十分なまま授業が進んでしまうことがあった。その要因として、

単元構想や授業づくりを担任に一任し、複数の目で確認し合うような機会が少なかったこと、単元構

想シートがうまく機能しなかったことなどが考えられる。複数の目での単元構想や授業づくりの充実

が求められる。 

▲「見取り」の共通理解と「場」の工夫 

「見取り」について、職員室で児童生徒の行動とその背景について話題にすることが増えた。見取

りの手法や評価の基準に関する更なる共通理解が課題となる。また、より有益な情報交換や議論の場

に発展させる方法の検討が必要ある。 

 

（表６）関連する年度末職員アンケート ※一部抜粋 

（１）教師による児童生徒の見取りの充実 

①丁寧な実態把

握 

○生徒の苦手な面だけではなく、好きなことや長所なども重要なこととして捉える

ことができた。 

②授業研究会の

工夫 

○「ふらっと授業参観」～「授業研究会」～「研究協議」という、見取りから授業

改善につなげる授業研究会の一連の流れが確立できた。 

○ふらっと授業参観、部内研、全校研の機会に多くの先生方に児童の姿を見取って

もらい、様々な意見をもとに授業改善することができた。 

○指導主事がふらっと授業参観にも来てくださり、隣接する強みを生した連携がで

きた。 




